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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　取り出し用物品であって、
　床パネルと、前記床パネルから立ち上がって互いに対向する左および右側面パネルと、
前記床パネルから立ち上がって互いに対向する前面および後面パネルと、前記床パネルに
対向するデッキパネルとを有する容器本体であって、前記デッキパネルは、取り出し用開
口部が形成された密閉部を含み、前記密閉部が、前記床パネルから離れて外向きにかまぼ
こ形になっている容器本体と、
　前記本体に蝶番式に取り付けられており、閉じ位置で前記密閉部上に重なる蓋であって
、プラグが前記蓋の内側表面から下向きに突き出し、不均一な深さを有し、前記蓋の閉じ
位置で前記取り出し用開口部と係合可能である蓋と
　を備える取り出し用物品。
【請求項２】
　前記デッキパネルが、前記密閉部の両側に左および右ショルダ部をさらに備え、前記シ
ョルダ部の上側表面が、前記密閉部の上側表面の上に持ち上がった踊り場である請求項１
に記載の物品。
【請求項３】
　閉じ位置の前記蓋が、前記左および右ショルダ部の間に嵌合するような形態をとる請求
項１または２に記載の物品。
【請求項４】



(2) JP 4836387 B2 2011.12.14

10

20

30

40

50

　前記デッキパネルの下側表面の周辺に沿うリムポケットと、前記左側面パネル、右側面
パネル、前面パネルおよび後面パネルの頂縁に沿う相補形リムフィンガとをさらに備え、
前記リムポケットとリムフィンガが可逆的に係合可能であり、係合位置でシールを形成す
る請求項１から３のいずれか一項に記載の物品。
【請求項５】
　前記容器本体内に保持された品物を見ることができるように、前記パネルのうちの少な
くとも１つが少なくとも充分に半透明である請求項１から４のいずれか一項に記載の物品
。
【請求項６】
　前記プラグの深さが、前記かまぼこ形の側面区域に沿ってよりも前記かまぼこ形の前面
および後面区域に沿ってより大きい請求項１から５のいずれか一項に記載の物品。
【請求項７】
　前記プラグの深さが、前記かまぼこ形の前面および後面区域に沿ってよりも前記かまぼ
こ形の側面区域に沿ってより小さい請求項１から６のいずれか一項に記載の物品。
【請求項８】
　前記取り出し用開口部が、下向きに突き出る円形の係合リップによって画定される請求
項１から７のいずれか一項に記載の物品。
【請求項９】
　前記係合リップが不均一な深さを有する請求項８に記載の物品。
【請求項１０】
　前記係合リップの前記不均一な深さが、前記プラグの不均一な深さと相補う請求項９に
記載の物品。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
本発明は、詰め替えできるように構成されたペーパタオル取り出し容器に関する。
【０００２】
薬品をしみ込ませたパッド、シート、およびティッシュ（ここでは総称してペーパタオル
(towelette)と言う）は、確立した商品となっている。これらは一般に個人の衛生、化粧
用、また家庭清掃の用途に利用されている。流体をしみ込ませた拭き取り繊維には、溶剤
の蒸発を回避する包装が必要である。乾燥化成皮膜（例えば界面活性剤）をしみ込ませた
乾燥ペーパタオルでは、保管期間中に空気中の水分を排除することが必要である。重ねら
れた含浸ペーパタオルの束を共通の容器にぎっしりと詰め込む場合、問題が生じる。
【０００３】
単位体（ｉｔｅｍ）を１枚ずつ取り出すようにするには、単位体が乾ききったり、または
不要な水分を吸収するのを防止するために、容器が再密閉可能であることが必要である。
この技術の注目に値する進歩には、以下の開示がある。
【０００４】
米国特許第５，６４７，５０６号では、製造後のティッシュの形状を維持するのに充分な
剛性を有するハウジングから、交互に挿まれた水分含浸ティッシュを１枚ずつ取り出すた
めの再密閉可能なディスペンサが記述されている。頂壁は、ハウジングからティッシュを
１枚ずつ抜き取るためのオリフィスが設けられた陥凹部分を含む。
【０００５】
米国特許第５，３７９，８９７号では、重ねられたティッシュの束を取り出すための、使
い捨ての、緻密に詰め込むことができる包装容器が開示されている。この包装容器は熱成
形物として生産することができる。タブ付きの再密閉可能なラベルが包装容器の底区域を
覆って固定される。
【０００６】
米国特許第４，７９０，４３６号では、ぬれティッシュ用の再密閉可能なディスペンサが
開示されている。重ねられたティッシュの束を収容する変形可能なパウチが、ティッシュ
の大半が取り出された後も形状維持部材の助けによってたわみのない状態に保たれる。適
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切な形状維持部材は、パウチを囲む外側ボックスを含むが、このパウチは、パウチ壁の萎
みを防止するボックス屋根の下側表面に接着剤で固定される。第２の実施形態は、Ｕ字形
フレームをパウチに挿入するものである。
【０００７】
米国特許第５，５３１，３２５号では、再密閉可能なフラップによる開口部を備えた、交
互に挿まれたティッシュを保管するパウチが記載されている。このパウチは堅固な外側容
器に収容されるが、その容器は、閉じ位置で、容器の内容物と外気の間を空気が行き来す
るのを防止するのに充分に気密である。グルーストリップなどの滑り止め部材がパウチに
取り付けられ、これが容器底部の穴から突き出て容器が支持表面で滑るのを防止する。
【０００８】
ペーパタオル包装技術の商用表示には、流体含浸ティッシュディスペンサのＫａｏ　Ｂｉ
ｏｒｅ（登録商標）がある。外側の比較的堅固なケースが、柔軟な箔包装のなされたティ
ッシュの比較的柔らかい詰め替えパックを囲んでいる。外側ケースは頂壁および側壁を備
えたカバー部分を有するのに対し、底壁は密閉可能かつ取替え可能にカバーの下側面にパ
チンと嵌め込まれる。上部カバーの頂壁内に、ペーパタオル取り出し用開口部および蝶番
式蓋が作られる。水分の蒸発には、側壁と底壁の間の密閉と同様に、開口部に対する蓋の
充分な摩擦密閉が必要である。このどちらの種類の密閉も充分に緊密となるようにするの
は、常には容易ではない。特に、床壁はその密閉周囲が比較的広いので、側壁の底縁との
密閉に細心の注意を要する。
【０００９】
同様の構造上の問題を有する関連の包装容器が、Ｓｉｌｃｏｔ商標の下、日本市場でも市
販されている。
【００１０】
以上に選出して述べた技術から明らかなのは、水分や溶剤が密閉物を通過してどちらの方
向にも移動することを防止するように充分な密閉を保証する、改良された、より効率の高
い機構への必要性である。
【００１１】
したがって、本発明は、重ねられたペーパタオルの束を、長期の保管期間中、特にティッ
シュを１枚ずつ取り出すために多数回にわたって開口した後も、重ねられたペーパタオル
の束を外気から遮断された状態に維持することのできるペーパタオルディスペンサを提供
する。
【００１２】
本発明はまた、重ねられたペーパタオルの束の大半を取り出した後でも、ペーパタオルが
満杯に詰められた最初の状態と実質的に同じように効果的に再密閉することができる、再
利用可能な外側容器を備えたペーパタオル製品も提供する。
【００１３】
　本発明によれば、取り出し用物品、特にペーパタオル用の取り出し用物品であって、
　床パネルと、床パネルから立ち上がって互いに対向する左および右側面パネルと、床パ
ネルから立ち上がって互いに対向する前面および後面パネルと、床パネルに対向するデッ
キパネルとを有する容器本体であって、デッキパネルが密閉部と、密閉部内に形成された
取り出し用開口部とを含み、密閉部が、床パネルから離れて外向きにドーム形（かまぼこ
形）になっている容器本体と、
　本体に蝶番式に取り付けられる蓋であって、閉じ位置で密閉部上に重なる蓋と
　を備える製品が提供される。
【００１４】
さらに、本発明は、ペーパタオル製品であって、
柔軟な重ねられたペーパタオルの束と、
ペーパタオルを受け入れ、床パネルと、床パネルから立ち上がって互いに対向する左およ
び右側面パネルと、床パネルから立ち上がって互いに対向する前面および後面パネルと、
床パネルに対向するデッキパネルとを有する容器本体であって、デッキパネルが密閉部と
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、密閉部内に形成された取り出し用開口部とを含み、密閉部が床パネルから離れて外向き
にドーム形になっている容器本体と、
本体に蝶番式に取り付けられた蓋であって、閉じ位置で密閉部上に重なる蓋と
を備える製品をも提供する。
【００１５】
デッキパネルは、密閉部の両側にある左右ショルダ部によってさらに画定される。各ショ
ルダ部の上側表面は、密閉部上側表面の上に持ち上がった踊り場(landing)となっている
。蓋は、閉じ位置で、左右ショルダ部間でぴったりと嵌るように形状を展開する。
【００１６】
プラグは蓋の内側表面から下向きに突き出る。蓋が閉じた状態にある時、プラグは取り出
し用開口部の上に重なり、それと密閉を形成する。
【００１７】
デッキパネルの下側表面の周囲に沿ってリムポケットが形成される。相補形リムフィンガ
が、左、右、前面、後面パネルの頂縁に沿って形作られる。リムポケットとフィンガは可
逆的に係合可能である。詰め替え用の重ねられたペーパタオルの束は、デッキパネルを取
り外すと容器本体内に詰めることが出来る。詰め替えの後、デッキパネルを、リムポケッ
トとリムフィンガの密閉係合によって再度取り付けることができる。
【００１８】
好ましくは、容器の少なくとも１つのパネル、より好ましくは全てのパネルが、重ねられ
たペーパタオルの束が見えるように充分に半透明である。このようにして、早期に詰め替
えを行うべきかを決定することができる。
【００１９】
本発明の他の目的、特色、および利点が、以下の図を検討することによってより明らかと
なろう。
【００２０】
　本発明の詰め替え可能なペーパタオルディスペンサは、効果的な密閉構成を備える。改
良された構成によって水蒸気の移動を大幅に抑えることができる。ペーパタオルの取り出
し用開口部を含むデッキパネル部が、上方に弓形になったかまぼこ形であるドーム状の区
域として形成される。このドームにより２つの利点がもたらされる。第１に、ドームによ
り、平面の構成から得られる密閉よりも高度の密閉が可能になる。第２に、ドームによっ
て、長さの短いプラグを使用することができる。短いプラグを用いるとプラスチック押出
成形の工程によるひけマークが減り、それによって美観が向上する。
【００２１】
図１は、容器本体２とその本体に蝶番式に取り付けられた蓋４とを含む、取り出し用物品
を示す。この容器は、床パネル６、左側面パネル８、右側面パネル１０、前面パネル１２
、および後面パネル１４を有する。左右側面パネルは互いに対向し、床パネルから立ち上
がる。同様に、前後面パネルも互いに対向し、床パネルから立ち上がる。デッキパネル１
６は床に対向し、左右側面パネルと交わる。このデッキパネルは、左ショルダ部２０およ
び右ショルダ部２２が両側にそれぞれついた密閉部１８を含む。密閉部は床パネルから離
れて外向きにドーム形となる。
【００２２】
　各ショルダ部の上側表面は、踊り場１９、２３の形で密閉部上側表面の上に持ち上がっ
ている。閉じ位置で、蓋は両踊り場の間にぴったりと嵌るように形状を取り、密閉部内に
形成された取り出し用開口部２４を覆う。蓋４には、その内側表面に、床パネルに向かっ
て下向きに突き出るプラグ２６が設けられる。プラグ２６は円形構造であり、その直径は
取り出し用開口部の直径より僅かに小さい。このプラグは、密閉部のドーム形に合うよう
に不均一な深さとなっている。プラグ２６の部位２７ｆおよび２７ｒは、ドームの最も高
い（前面および後面）区域に沿って配置され、より深くなっている。プラグ２６の部位２
７ｓは、ドームの最も低い（側面）区域に配置されて、より浅い。
【００２３】
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　下向きに突き出る円形の係合リップ２１は、取り出し用開口部２４を画定する。係合リ
ップ２１区域は、プラグ２６の部位２７の深さと相補って不均一な深さである。閉じ位置
で、蓋はヒンジ２８を介して密閉部の上に重なるが、その際プラグが開口部内にぴったり
と係合することができ、気密密閉を保証する。タブ２９が、蓋の外縁に沿って、下側表面
に直行して形作られ、これがプラグの方向に離れて突き出る。タブは半円形の前縁３１を
有し、これが容器本体の前面パネルに係合することができる。
【００２４】
図示しないが、密閉部から上向きに突き出、取り出し用開口部に外接する相補形プラグを
追加して備えることも可能である。蓋の閉じ位置で、両方のプラグセットが相互に係合し
て密閉特性を高めることになる。
【００２５】
リムポケット３０が、デッキパネルの上側表面の周囲に沿って形成される。左、右、前面
、後面パネルの頂縁に沿って、相補形のリムフィンガ３２が形作られる。リムポケットと
フィンガは可逆的に相互に係合可能で、係合位置で密閉を形成する。図２および３は、デ
ッキパネルと他のパネルの間の摩擦による嵌め込み構成を最もよく示すものである。
【００２６】
デッキパネル１６は、リムフィンガをポケットから外すことによって容器本体６から分離
することができる。外した状態で、容器本体にペーパタオルまたは類似の取り出し可能な
製品を補充することができる。その後デッキパネルを容器本体の上に戻し、全ての密閉を
再び確立することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明による、取り出し用物品の平面斜視図である。
【図２】　図１の線２－２による断面図である。
【図３】　リムの密閉係合を表す図２の区域Ａの部分拡大断面図である。
【符号の説明】
　２　容器本体
　４　蓋
　６　床パネル
　８　左側面パネル
　１０　右側面パネル
　１２　前面パネル
　１４　後面パネル
　１６　デッキパネル
　１８　密閉部
　１９、２３　踊り場
　２０　左ショルダ部
　２１　係合リップ
　２２　右ショルダ部
　２４　取り出し用開口部
　２６　プラグ
　２７ｆ、２７ｒ、２７ｓ　プラグの部位
　２８　ヒンジ
　２９　タブ
　３０　リムポケット
　３１　半円形の前縁
　３２　リムフィンガ
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